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企
画
総
務
課
政
策
室

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

で
給
食
施
設
の
空
調
が
整
備

さ
れ
ま
し
た

　

水
力
発
電
施
設
の
立
地
地
域
・
周

辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
施
設
整
備

や
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
事

業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
を
受
け
、
第
一
、

第
二
、
第
三
の
各
小
学
校
給
食
施
設

に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
、
よ
り
安

心
で
安
全
な
給
食
を
児
童
に
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
立
地
地
域
・
周

辺
地
域
の
発
電
用
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
の
地
元
の
理
解
促
進
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
事
業
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成　

年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

１８

交
付
金
事
業

・
学
校
給
食
施
設
空
調
設
備
設
置

 

企
画
総
務
課
総
務
係

携
帯
電
話
番
号
の
ポ
ー
タ
ビ

リ
テ
ィ
（
持
ち
運
び
）
制
度

始
ま
る

　
　

月　

日
（
火
）
か
ら
携
帯
電
話

１０

２４

の
利
用
者
が
携
帯
電
話
会
社
を
変
更

し
て
も
、
電
話
番
号
を
変
え
ず
に
従

前
ど
お
り
の
電
話
番
号
を
使
用
で
き

る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
よ
う
に
携
帯
電
話
会
社

を
変
え
て
も
電
話
番
号
の
変
更
が
無

く
な
る
た
め
、
新
し
い
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
無
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
な
い

の
で
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
比
較
し
て
、
利
用

者
が
自
由
に
携
帯
電
話
会
社
を
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
番
号
の
ポ
ー
タ

ビ
リ
テ
ィ
ー
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
引
き
継
げ
な

い
。

�
年
間
契
約
な
ど
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
、
解
約

に
伴
う
料
金
が
発
生
す
る
。

�
電
子
マ
ネ
ー
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
引

き
継
げ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
総
合
通
信

局
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課�

　

―　

―
２
３
１
１
内
線
４
７
０
５

０１１

７０９

 

企
画
総
務
課
総
務
係

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査

会検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力

を
！

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
そ
の

よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
行

な
っ
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察

審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は　

人
の
審
査
員

１１

が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、

町
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
検
察
審
査
会

事
務
局
（
旭
川
市
花
咲
町
４
丁
目
旭

川
地
方
裁
判
所
内
）�
　

―
６
２
９

５１

０

 

●
保
健
だ
よ
り

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
第
２

ク
ー
ル
）
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
当
教
室
第
２
ク
ー
ル
目

を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
遊
び
を
体
験
す
る
教
室

で
す
。
体
全
体
を
使
っ
た
遊
び
や
手

先
を
使
っ
た
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
「
遊
び
」
体
験
か
ら
、

少
し
ず
つ
そ
の
子
ら
し
い
成
長
が
見

え
て
き
ま
す
。

　

親
と
子
、
子
供
同
士
、
親
同
士
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
く
場
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

対　
　

象　

概
ね
１
歳
６
ヶ
月
〜
２

歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん

参
加
人
数　

先
着　

組
程
度
を
予
定

１５

し
て
い
ま
す
。
申
込
み
が
多
数
の
場

合
は
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

日　
　

程　
　

月　

日（
木
）・　

月

１０

２６

１１

２
日（
木
）・　

日（
木
）・　

日（
木
）

１６

３０

時　
　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

場　
　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
集
団
検
診
室

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
　

月　
１０

２３

日
（
月
）
ま
で
に
役
場
保
健
師�
　
８２

―
２
１
１
１
（
内
線　

）
へ
お
申
込

５０５

み
く
だ
さ
い
。  

　

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

１０月
間
で
す
！ 

「
雇
っ
た
ら
、
入
る
」

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
生
活
の

安
定
や
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
政
府
が
直
接
管
理
運

営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
個

人
・
法
人
に
関
わ
ら
ず
労
働
者
を
１

人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
雇
用
者
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
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東
川
町
民
が
選
ぶ
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
月

間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞（
７
月
分
）

　

東
川
町
民
が
選
ぶ
月
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ

賞
（
７
月
分
）
は
、
稲
葉
篤
紀
選

手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
稲
葉
選
手

は
、
７
月
中
の
全
試
合
と
な
る　
１８

試
合
に
出
場
し
、
打
率
４
割
１
分

４
厘
を
誇
り
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
躍
進

の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
賞
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
８
月　
３０

日
に
札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
東

川
産
ほ
し
の
ゆ
め
１
年
分
と
天
人

峡
・
旭
岳
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
プ
レ

ー
オ
フ
進
出
が
決
定
し
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
優
勝

を
目
指
し
て
プ
レ
ー
オ
フ
も
、
み

ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

暮らしの情報ボックス
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イ
ト
な
ど
で
あ
っ
て
も
労
働
保
険
の

対
象
に
な
り
ま
す
。（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
は
就
業
形
態
に
よ
っ

て
労
災
保
険
の
み
が
適
用
）

　

ま
だ
、
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
者
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
と
な
る
よ
う
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
労
動
基
準
監

督
署�
　

―
６
１
０
１
ま
た
は
旭
川

５１

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

�
　

―
０
１
７
６

５１

 

都
市
建
設
課
上
下
水
道
係

公
園
名
称
が
決
ま
り
ま
し

た
！

　

広
報
８
月
号
で
募
集
し
て
い
ま
し

た
西
町
２
丁
目
で
現
在
造
成
中
の
公

園
名
称
に　

名
の
ご
応
募
を
い
た
だ

１５

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
公
園
の
名
称
は

『
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
』（
東

町
３
丁
目
眞
鍋
喜
美
子
さ
ん
）
と
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
名
称
に
は
「
多
く
の
人
が
ふ

れ
あ
っ
て
ほ
し
い
緑
地
公
園
で
あ
る

た
め
に
」
と
い
う
眞
鍋
さ
ん
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
は
、
来
年
か
ら
使
用
で

き
ま
す
が
、
芝
生
部
分
に
つ
き
ま
し

て
は
８
月
末
頃
ま
で
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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　カナダ西側全域で発行される新聞のフォトジャー
ナリストとして勤務。その後、自身の写真の表彰を
受けたキャンモアリーダー新聞のメインカメラマン
として１６年間勤務。
　スポーツ、ニュース、特徴（のある物）、野生動物、
会社グループ、結婚式、家族の肖像写真、風景、映
画のスチール写真など多岐にわたる写真を撮影。
　２００５年 バンフ国際写真コンペ特別賞受賞。受賞
作品はオンラインニュースサイトであるMSNBCに
て掲載され、全世界に紹介された。
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１９３６年　京都市生まれ。
１９７２年　カナダ市民権取得。
１９９６年　６０歳でパイロットを定年退職後、キャンモ

ア町に移住。Ｂ＆Ｂを経営しながら、風景
を中心に写真を撮影。

２００１年　東川町の通信員となる。以来、キャンモア
町における様々な情報を提供している。

　ハローフロムキャンモア写真展、
フォーラムを開催しました！
　北海道とカナダ・アルバータ州の姉妹提携２５周年、
東川町とキヤンモア町の写真による国際交流の記念
事業の一つとして、キヤンモア町在住のパム・ドイ
ルさんと岡本久さんの写真展を９月２４日まで開催し
ました。
　この写真展の開催に合わせ、町内在住の小学生と
一般の方を対象に２部構成でフォーラムを実施しま
した。
　フォーラムでは、キヤンモア町における様々な
日々をつづった作品をスライドにて映写し、町の歴
史・文化などについて語っていただきました。

　また、来賓として来町されたアルバータ州政府在
日事務所の代表のウィスリー・Ｋ・サワツキー氏か
らはカナダの財政状況などのお話をいただきまし
た。
　２回のフォーラムで集まった約１００人の参加者た
ちは異国の地キヤンモア町のお話に熱心に耳を傾け
ていました。
　さらにお話を聞いた小学生たちの中には積極的に
英語で質問し、コミュニケーションをとることで、
東川町と異なる歴史・文化を学びとっていました。




